
討
の
重
点
が
移
行
し
て
い
る
。

｢

熱
需
要
の
脱
炭
素
化｣

で
大
き

く
期
待
さ
れ
る
の
が
水
素
で
あ

る
。
水
素
は
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
二
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
再
エ
ネ
水

電
解
や
褐
炭
の
ガ
ス
化
改
質
に
よ

る
水
素
製
造
（
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２


は
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
よ

り
地
中
に
貯
留
）
と
い
っ
た
方
法

で
脱
炭
素
化
が
可
能
で
あ
る
。
こ

う
し
て
生
み
出
さ
れ
た
水
素
を
使

う
こ
と
で
、
電
力
以
外
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
用
す
る
産
業
・
運
輸
分

野
を
脱
炭
素
化
で
き
る
さ
ら
に


既
存
の
ガ
ス
燃
料
に
混
ぜ
て
混
焼

さ
せ
れ
ば
、
発
電
分
野
の
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
も
可
能
と
な
る
。
欧

州
が
水
素
に
注
力
し
始
め
た
こ
と

で
、
ま
だ
ま
だ
将
来
的
な
存
在
と

目
さ
れ
て
き
た
水

素
も
に
わ
か
に
脚

光
を
浴
び
始
め
て

き
て
い
る
。

熱
需
要
の
う

ち
、
「
液
体
燃
料

の
脱
炭
素
化
」
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な

バ
イ
オ
燃
料
が
期

待
さ
れ
る
。
す
で

に
国
内
で
も
微
細

藻
類
由
来
で
バ
イ

オ
燃
料
を
生
み
出

す
技
術
、
廃
棄
物

焼
却
時
の
排
出
ガ

ス
（
シ
ン
ガ
ス
）

か
ら
バ
イ
オ
燃
料

を
合
成
す
る
技
術

な
ど
の
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

バ
イ
オ
燃
料
の
活

用
は
、
化
石
燃
料

か
ら
の
転
換
と
い

う
点
で
脱
炭
素
の

方
向
性
に
整
合
的

で
あ
り
、
多
く
の

バ
イ
オ
燃
料
製
造

／
合
成
技
術
が
大

気
中
や
排
出
ガ
ス

中
Ｃ
Ｏ

２

を
有
効

活
用
す
る
方
式
を

採
用
し
て
い
る
点

で
も
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

い
う
特
徴
が
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
熱
需
要
分
野
で
は
、
バ
イ
オ
燃

料
を
積
極
的
に
活
用
す
る
方
向
性

が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

世
界
で
は
、
電
力
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
化
は
既
定
路
線
で

あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
が
多
い
産
業

部
門
や
輸
送
部
門
の
脱
炭
素
化
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
に
も
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
使

用
す
る
電
力
が
Ｃ
Ｏ
２

フ
リ
ー
で

な
い
と
、
Ｅ
Ｖ
を
増
や
し
た
と
こ

ろ
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
は
つ
な
が
ら

な
い
。
水
素
や
バ
イ
オ
燃
料
を
う

ま
く
活
用
し
、
50
年
ま
で
の
過
渡

期
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
も
必

要
だ
ろ
う
。

２
０
２
０
年
10
月
よ
り
、
第
６

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
に

向
け
た
議
論
が
始
ま
っ
た
。
現

在
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査

会
の
基
本
政
策
分
科
会
に
て
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
根

拠
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本

法
で
は
、
少
な
く
と
も
３
年
に
一

度
、
計
画
に
検
討
を
加
え
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
次
期
計
画

は
第
６
次
に
当
た
る
。
現
行
の
第

５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

は
、
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通

し
に
示
さ
れ
た
非
化
石
電
源
比
率

44
％
を
目
指
す
た
め
、
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
」

と
い
う
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
20
年
７
月
か
ら
は
「
再
エ

ネ
型
経
済
社
会
」
と
い
う
構
想
が

梶
山
経
済
産
業
大
臣
か
ら
公
表
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
再
エ
ネ
導

入
、
脱
炭
素
化
を
図
る
政
策
は
強

化
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
こ
の
間
に
国
際
的
な
脱

炭
素
の
機
運
は
一
層
高
ま
っ
て
き

た
。
国
際
公
約
で
あ
る
「
２
０
５

０
年
度
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
80
％
」
を
超
え
る
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
「
カ
ー
ボ

ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
」
な
ど
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
は
じ
め
、
脱
炭
素
化
の
議

論
を
先
導
す
る
欧
州
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
欧
州
各
国
の
議
論
を
見
る

と
、
電
力
の
脱
炭
素
化
自
体
は
原

子
力
・
再
エ
ネ
・
Ｃ
Ｃ
Ｓ
／
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
（
カ
ー
ボ
ン
・
キ
ャ
プ
チ
ャ

ー
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
・

ア
ン
ド
・
ス
ト
レ
ー
ジ
）
に
よ
っ

て
技
術
的
・
政
策
的
に
可
能
で
あ

り
、
電
力
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
と
な
る
分
野
（
蒸
気
な
ど
を

使
う
産
業
分
野
、
液
体
燃
料
を
使

う
運
輸
分
野
な
ど
）
を
い
か
に
脱

炭
素
化
す
る
か
、
と
い
う
点
に
検

段野
だ ん の

孝一郎
こ う い ち ろ う

日本総合研究所
リサーチ･コンサルティング部門
ディレクタ／プリンシパル

現実味を帯びはじめた水素社会～水素･バイオ燃料に期待～
（
次
回
は
●
月
●
日
に
掲
載
し

ま
す
）


